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 第５９回福岡県公民館大会開催地：春日市 

●高齢者学級実践活動：担当班がお面作りと     ●アンビシャス広場：芋の苗植え体験。 
ひょっとこ踊りを学級生に伝授。 

 

 

 

 
 
 

●家庭教育学級まちづくり講座：春日市のよいところを共有し発見していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

春日市は自治会が３５地区あり、それぞれに公民館（自治会館）が所在しています。県内で最多開設の「アン

ビシャス広場」では、地域の大人たちが中心となって、子どもたちに様々な体験活動ができる場を提供していま

す。子ども同士だけでなく、子どもと保護者以外の地域の大人との交流の場として「地域で子どもを育てる」環

境を醸成しています。 
また、社会教育課では文化センターを利用して、高齢者学級や家庭教育学級を実施しています。これらの学級

は教養を高めるためだけでなく、地域の人材育成プログラムとして学級生自らが講座を企画する実践活動等を取

り入れており、ゆくゆくは学級生が地域活性の一役を担うことを期待しています。 



                               

 

 

 

 

 

 

１．地域の概要 

島郷地域は、若松区全体の約半分を占める広い地域。 

近年地域内は高須や青葉台に続いて、花野路など新興住宅地としての開発が進んできた。また、

ひびきのは、学術研究都市開発が進み、他地域からの人の流入も多い。一方、田畑や竹林も多く

残っており、米作りや特産のトマト･キャベツ･スイカなどの野菜作りが盛んである。 

島郷地区の高齢化率は、約２１％。３つのまちづくり協議会があり、若松区の全類似公民館の

半分２１館を含む（世帯数約７，０００世帯、人口約１８，０００人）。 

２．事業のねらい 

市民センターは、地域住民のふれあい、交流の場であり、

生涯学習という「学び」を通して、人と人とがつながりあい、

地域における課題解決を図る拠点施設でもある。 

年間を通した学習講座を企画し、年齢、性別等関係なく、

誰でも気軽に受講できる講座として開催している。 

３．事業の概要 

毎年通年の１０回講座として開催。１００名以上の応募があり、シニア世代の学ぶ意欲の高い

ことがうかがえる。多岐にわたる分野の講座を通じて、人生を生き生きと過ごすための必要な知

識を身につけ、輝きながら日々の生活ができるための健康づくりを目指している。 

受講生を１０班に分け、講座の担当を分担し、受付、設営、後片付けをしてもらうことで、無

理のない形で、お客さん的意識からの脱却を図っている。 

４．事業の内容（平成 26 年度予定） 

１ 入学式・仲間づくり ６ 美術館ってどんなところ？ 

２ 残したい音風景 100 選 北九州市の水質 ～西之原副館長に聞く～ 

３ 暮らしにかかるお金と相続 ７ クリスマスコンサート 

４ 健康講座 ８ 指編みで作品を作ろう！ 

５ 心で感じる…動物園の目的とは？ ９ 凛として生きる 

～到津の森岩野園長を迎えて～ ～文学館今川館長が語るその生き方～ 

 10 卒業式・一日館外研修 

「島郷文化大学」の波及効果は、市民センターの他の講座やその後の地域デビュー事業「悠遊

自適講座」へと拡がり、シニア世代の学びに一層厚みを加えている。 

その中で、以前に講座を受講した方が、講師を務めるといったケースもあり、地域における学

びの循環が少しずつながら形作られてきている。 

 

 
 

 

 

笑顔があふれる講座の様子 

＜問い合わせ＞ 北九州市立 島郷市民センター 

        北九州市若松区鴨生田二丁目１番１号 

        電話 093-791-0483  FAX 093-791-0504 



空き缶から、アルコール 

ストーブ制作(25 年度) 

作ったアルコールストーブで、

ソーメン調理(25 年度) 

ラップの芯から、 

トンボ作り 

(19 年度～) 

スーパーボールと 

ストローで、 

ロケットづくり 

(23 年度) 

発射台まで、手作り 

ペットボトルロケット 

(19 年度) 

 

 

 

～地域活動指導員と連携したクラフト教室の取組～ 

                            粕屋町上大隈公民館 

 

１．地域の概要 

 上大隈区は、粕屋町の北東端、国道 201 号と県道 35 号に面した交通の要衝に位置し、カケ

塚古墳群（古墳時代）や県指定文化財である平塚古墳（弥生時代～古墳時代）がある歴史ある地

域です。 

 

２．取り組みの背景・地域活動指導員との連携 

 上大隈公民館では、子ども世代の利用を促すことを目的として、平成19年度から粕屋町地

域活動指導員の指導のもと、年 3～4回程度「家庭で出来るクラフト教室」を開催しております。    

多くの子ども達が公民館に集まってほしいと考えていましたので、教室は原則として地域の行

事が少ない平日の夕方に実施しております。 

 

過去の活動の様子(例) 

        
                     

 

 

 

３．体験活動を通して… 

 教室を開講した当初、参加人数は５人程度でありましたが、回を重ねるごとに人数は増えてき

ており、今では１回の教室で平均１５人以上集まっております。 

 年間回数は少ないですが、多くの子ども達が継続して参加しており、毎回楽しみにしているよ

うで、公民館が子ども達の居場所になってきていることを実感します。 

 また、体験活動を通して、工作における技能の点で著しい向上が見られたとともに、講師にア

イデアを提案する等「自ら工夫する」事を身につけられたように思います。  

 

４．「学びの場」としての公民館 

 子ども達の活動拠点を公民館にしたことで、「公民館に来れば、何かができる」ということを印

象付けられているように思います。その効果として、チアダンスなどの講座等も新たに開講され、

公民館が「学びの場」となりつつあります。 

 また、今の子ども達が成長したとき、学びの場の一つとして「公民館」を考えてくれるように

なれば、さらなる公民館活動の飛躍につながり、それが地域の活性化にもつながるのではないか

と期待しています。 

問合せ先：粕屋町役場 社会教育課 TEL092-938-1410 

公民館活動の活性化を目指して 



アツアツのふかし芋、お茶やみかんでおもてなし 

みやま市瀬高公民館清水支館（清水校区まちづくり協議会） 

 

校区の将来ビジョン 

清水校区は、長い歴史の中で育まれてきた豊かな

自然と豊富な文化財を活かした魅力溢れるまちづく

りを進めていますが、少子高齢化など時代の変化に

より様々な問題点も指摘されています。これらの課

題を解消するためには、校区のシンボル「きよみっ

つあん（清水山）」に代表される素晴らしい地域資源

を活用するための仕組みづくりと、誰もが参加しや

すい行事計画の策定、校区民の自主的な参加・協力

意欲の増進、行政との協働がより一層必要となりま

す。一歩ずつではありますが、校区と行政が互いに

役割分担を行いながら、清水校区のみんなが住んで

良かったと実感できるようなまちづくりを目標に進

めていきます。

 

活動内容（ウエルカム事業） 

清水校区まちづくり協議会では、年２回（４月・11

月）ウエルカム事業と題して、JR 九州のウォーキング

事業と連携し、来訪者へのおもてなし活動を行っていま

す。 

 ウォーキングは、JR瀬高駅から清水山を折り返すコー

スで実施され、１回の事業に 800～900 名の参加があり

ます。中間地点に位置する清水公民館では、午前９時か

ら午後２時頃までトイレ休憩等に施設を開放するととも

に、駐車場にテントを設置して、お茶、ふかし芋、大根

とセロリの漬物、みかん（秋のみ）を無料で提供してい

ます。会場内は会話や笑い声が絶えず毎年大盛況です。

また、無料で差し上げている大根やカブのお土産も大好

評で、今では来訪者の楽しみの一つとなっています。 

 今後もまちづくり協議会では、来訪者を歓迎し『緑の

やすらぎ 歴史と観光の里 “清水”』をスローガンに、

「また清水に来たい」、「みやま市に行きたい」という人

達のために頑張って活動していきます。 

 

Ｖｏｉｃｅ 主な参加者の声 

・公民館の接待に癒されました。 

・公民館でお茶を頂き、ホッとしました。 

・大根、カブに期待し、袋を２つ持ってきました。 

・清水のおもてなしが一番いい。 

・来年も友達と絶対に来ます。 

・清水という地名にふさわしい心のやさしい方が多

い事を知りました。    （ほか多数ありました。） 
 

 

[問い合わせ先] 

みやま市瀬高公民館清水支館（清水校区まちづくり協議会） 

〒835-0005 福岡県みやま市瀬高町大草２５９４番地  TEL 兼 FAX：０９４４-６３-５８２３ 



「地域住民によるまちづくり」～桜の植樹の取組を通して～ 

                         香春町長光公民館（長光桜植樹会） 

「長光桜植樹会」は、香春岳（三ノ岳）山麓の香春町大字採銅所の長光地区で活動して

いる、地区公民館活動から発展して生まれたボランティア団体です。地区内の峠道沿いの

桜の植樹や、植樹した一帯（桜公園）の整備を行っています（平成２６年４月現在、会員

７４人）。 

平成１３年に、地元財産区により長光地区にある山林の伐採が行われた時、伐採地や峠

道沿いにかけて粗大ゴミ等が不法投棄されていた事から、区長や地区公民館長を中心に、

伐採地に桜の植樹を行い、環境美化整備活動をしようと思いつきました。そこで各方面に

相談したところ、地元のライオンズクラブが桜の苗木を寄付してくださることになりまし

た。翌年４月に、地区の若い人を中心に声かけをしたところ、２７人のボランティアが集

まり、植樹が開始されました。それ以来、ライオンズクラブから４年間に渡り苗木の提供

を受けた後、平成１７年からは福岡県地域福祉財団から地域ボランティア活動助成金をい

ただき、平成２３年から２５年にかけて、緑の募金助成金で苗木購入や運営費に活用しま

した。現在まで、桜の苗木３５０本を始め、ツツジ１５０本、モミジ８０本、オタフクナ

ンテン５０本、イチョウ３０本、サツキ３０本を植樹しました。また、東屋やベンチなど

も設置し、植樹した一帯を桜公園として、平成２２年度頃からは花見も出来るようになり、

人が集う場所となってきました。桜公園近辺には、「清祀殿跡※１」「神間歩※２」などの

史跡や、「円陣の滝」などの地元の景勝もあり、一帯を散策できるよう整備していこうと考

えています。 

 これまでの１２年間、地域住民によるボランティア活動により、活動が途切れることな

くコツコツと取組んできました。日頃の公民館活動やその他地域活動で培った、地域の仲

間との連帯があってこそ、この活動が出来ていると思います。 

※１）奈良時代から江戸初期まで、宇佐八幡宮の御神鏡を鋳造した場所で、八世紀初めに

鋳造された記録がある。 

※２）「間歩」とは坑道の事で、神間歩は香春岳（三ノ岳）の山腹にある鉱山跡の１つ。こ

の地域は古代より銅等が採掘されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

植樹の様子               町長を囲んで 

【問い合わせ先】 香春町教育課生涯学習係 

〒822-1492 田川郡香春町高野 987-1  ＴＥＬ 0947-32-8410 



＜平成２６年度 県公連の活動＞ 

 

 去る６月２０日に開催された福岡県公民館連合会の評議員会において、平成２６年度の事業報告及び平成２６

年度の事業計画等が承認されました。 

 また、本年度は役員の改選期でしたので、就任された方々を併せて紹介します。 

 

【会長・副会長】 

 役職名  氏 名  所属・職名  

 会 長  中嶋 裕史  須惠町長 

 副会長  重松 孝士  福岡県社会教育委員連絡協議会長 

 副会長  倉鍵 君明  大刀洗町教育長 

 副会長  吉野 正保  豊前市中央公民館館長 

 

【理事】 

 地区名  氏 名  所属・職名  

 北九州市  井上 幸一郎  北九州市教育委員会生涯学習課社会教育主事 

 福岡市  小林 保彦  福岡市市民局公民館調整課長 

 福岡地区  町村部  阿部 正博  篠栗町教育委員会社会教育課長 

 北九州地区  市 部  安永 哲也  直方市中央公民館長 

 北筑後地区  町村部  原口 博美  筑前町公民館長 

 南筑後地区  市 部  今村 辰雄  大川市中央公民館長 

 筑豊地区  町村部  穂坂 千鶴  桂川町教育委員会社会教育課長 

 京築地区  市 部 吉野 正保  豊前市中央公民館長 

 専門部会  部 長  水落 龍彦  筑後市中央公民館長 

 

【監事】 

 地区名  氏 名  所属・職名  

 北筑後地区（市部）  田中富司男 朝倉市志波地域コミュニティ協議会事務局長 

 京 築地区 （郡部） 川上 哲夫 苅田町教育委員会生涯学習課長 

   

【専門部員】 

 地区名  氏 名  所属・職名  

 北九州市  下神 晶子  北九州市教育委員会生涯学習課社会教育主事 

 福岡市  日野 雅彦 福岡市市民局公民館調整課運営係長 

運営  福岡地区  佐々木泰博  筑紫野市教育委員会生涯学習課社会教育指導員 

 北九州地区  久留 智美  岡垣町教育委員会生涯学習課長補佐（館長） 

 北筑後地区  金堀 憲一  朝倉市教育委員会生涯学習課係長 

 南筑後地区  水落 龍彦  筑後市中央公民館長 

 筑豊地区  新開 寿章  飯塚市教育委員会庄内公民館長 

 京築地区  檜垣 文子  みやこ町教育委員会生涯学習課社会教育係長 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 



＜本年度の主な事業＞ 

１ 専門部会 

 

 (1) 公民館大会、実践交流会の企画・運営 

 

 (2) 公民館に関する資料等の収集及び提供 

 

２ 研究・研修事業 

 

 (1) 第５９回 福岡県公民館大会 

   ・期 日 平成２６年７月３１日（木） 

   ・会 場 クローバープラザ（春日市） 

   ・内 容 表彰、講演、インタビュー・ダイアローグ 

 

 (2) 公民館実践交流会 

   県内公民館関係者・コミュニティ施設関係者が一堂に会し、日頃からの実践を発表し、意見・資料・情報

等の交換を通して、これからの公民館の在り方を考える。 

   ・期 日 平成２７年２月１３日（金） 

   ・会 場 クローバープラザ（春日市） 

 

 (3) 公民館地区別研修会 

   県内８地区で各地区の実態に応じ、主体的な企画による研修を行う。 

   ただし、研修の内容は、各地区の公民館関係者相互で、公民館を取り巻く状況等について理解を深めるも 

  のとする。 

  【対象地区】 

   北九州市、福岡市、福岡地区、北九州地区、北筑後地区、南筑後地区、筑豊地区、京築地区 

 

(4) 公民館事業活性化研修（全公連助成事業）【新規】 

  県内公民館関係者・コミュニティ施設関係者が、「熟慮」と「討議」を重ねながら、公民館事業の活性化

を通した地域づくりの在り方を探る。 

  ・期 日 平成２６年１１月５日（水）、平成２７年１月２１日（水）※予定 

  ・会 場 福岡県立社会教育総合センター 

 

 (5) 第６５回九州地区公民館研究大会への参加奨励 

   ・期  日 平成２６年８月２８日（木）～２９日（金） 

   ・主 会 場 鹿児島市民文化ホール 

   ・分科会場 ７分科会 

    

 (6) 第３６回全国公民館研究集会への参加奨励 

   ・期  日 平成２６年１０月１６（木）～１７日（金） 

   ・主 会 場 埼玉県熊谷市 行田市 

 

 (7) 公民館活動等充実事業 

市町村域で実施する公民館等職員の資質向上や地域の活性化を目的とした取組を支援する。 

 

 (8) 福岡県の公民館史「平成のあゆみ」の作成【平成２６年発刊】 

平成元年以降の市町村公民館の動向を調査し、本県の公民館の動きを記録として残す。 

 

 (9) 公民館全国セミナー（全公連主催）への参加者の推薦 

 



３ 情報・資料等の提供事業 

 

   ＜ホームページによる情報提供＞ 

   市町村の特色ある公民館活動や県公連の活動状況、実践交流会で発表された実践事例等をホームページに 

   掲載し、情報提供の充実に努める。 

     ・公民館情報紙「ねっとわーく」 

   ・福公連資料「公民館福岡」 

      ・他県の公民館活動 

      ・県公民館大会誌 

      ・県内公立公民館一覧等 

 


